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研究成果の概要（和文）：本研究は、大学生の精神的健康の促進を目指して、モバイル端末を用いた心理療法に
基づくプログラムを開発し、その効果検証を行うものであった。
調査やレビューの結果から、モバイル端末を用いたヘルスケアアプローチのうち、大学生はアプリケーションに
基づくプログラムを好むことが明らかになったため、webアプリケーションをベースとした、心理療法アプリを
開発した。なおアプリのコンテンツは先行研究を参照し、短期間で十分な効果を発揮することが期待される、行
動活性化療法に基づくものであった。効果検証の結果、アプリは大学生の精神的健康の促進に十分な効果を有す
ることが認められた。

研究成果の概要（英文）：This study aimed to develop and evaluate the effectiveness of a 
psychotherapy-based program using mobile devices to promote mental health among university students.
The results of the survey and review revealed that university students prefer application-based 
programs among health care approaches using mobile devices. Therefore, we developed a psychotherapy 
application based on a web application. The content of the application was based on behavioral 
activation therapy, which is expected to be effective in a short period of time, by referring to 
previous studies. As a result of the clinical trial, the application was found to be sufficiently 
effective in promoting the mental health of university students.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
半数近くの大学生が悩みを抱えている一方、大学におけるメンタルヘルスサービスである学生相談室を利用する
大学生の割合は5％程度であることが知られている。本研究で開発したアプリは、学生相談室を利用することに
ためらいのある大学生にも提供可能なサービスであることから、現代の大学におけるメンタルヘルスサービスが
抱える課題である、来談率の低さに対して、その解決の一助となるといえるであろう。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 精神的不健康を抱える大学生は多く，退学者の約 15%は精神的不健康を理由としていること
が分かっている（文部科学省，2014）。WHOの調査でも大学生の精神的健康の促進は重要な課
題であることが指摘されている（Auerbach et al., 2016）。大学退学者の正社員就労率は 3.1%と
極めて低く（労働政策研究・研修機構，2017），精神的健康の促進は社会経済的問題にも関わる
重要な課題である。 
 大学生の精神的不健康に関連する問題について，申請者は図１のような取り組みや実証的研
究に取り組み，これまでに以下の点を明らかにした。 
ａ．精神的不健康の大学生は退学リスクが 2.56倍上昇する（入江・丸岡，2017（図２））。 
ｂ．わが国における既存の学生相談プログラムは，大学生の精神的不健康を必ずしも改善してい
ない（入江・丸岡・坂野，2019）。 
ｃ．大学生の全般的な精神的健康には「注意」，「思考」，「行動」の３つの心理学的要素が強く関
与している（Irie, Yokomitsu, & Sakano, 2019）。 
ｄ．上記３つの要素の変容に焦点を当てて作成した認知行動療法に基づく介入プログラムは，大
学生の精神的健康を幅広く改善，促進する（入江他，未発表（図３）） 
ａ～ｄの結果は，大学生の精神的不健康の改善は社会経済的損失の観点から重要な課題である
一方，既存の学生相談プログラムではその課題の解決が不十分であること，既存の学生相談プロ
グラムにｄ．において申請者が作成したような介入プログラムを加えることが有用であること
を示している 精神的不健康を抱える大学生は多く，退学者の約 15%は精神的不健康を理由と
していることが分かっている（文部科学省，2014）。WHOの調査でも大学生の精神的健康の促
進は重要な課題であることが指摘されている（Auerbach et al., 2016）。大学退学者の正社員就
労率は 3.1%と極めて低く（労働政策研究・研修機構，2017），精神的健康の促進は社会経済的問
題にも関わる重要な課題である。 
 一方，学生相談プログラムの利用率の低さが，介入プログラムを提供するうえで大きな障壁と
なっている。大学生の半数近くは悩みを抱えているものの，学生相談機関を利用する者は全体の
５％程度である（岩田他，2016）。このように，悩みを抱える大学生の多くはそもそもプログラ
ムにアクセスしないため，そのような学生の介入データが圧倒的に不足しており，プログラムの
有効性を検証できていない。つまり，これまで申請者が取り組んできたことに加えて，大学生が
利用しやすくなるようにプログラムの提供形態を変容する取り組みが必要である。既存の学生
相談プログラムを利用しづらい理由として，半数以上の大学生が，恥ずかしい，他の人に見られ
たくない，などの理由を挙げている（斉藤・飯田，2015）。したがって，大学以外の場所で好き
な時間にプログラムを利用する非対面式の形態は，プログラム利用率を向上させると考えられ
るが，具体的にどのようなプログラムであれば利用が促進されるかということは検証されてい
ない。 
 
２．研究の目的 
 本研究の特色は，大学生の精神的健康の問題を解決する手段として，これまで見過ごされてき
た，プログラムの提供形態そのものを変容するという観点に注目した実証的研究という点にあ
る。本研究は，大学生の利用を促進させ得るプログラム形態をレビューおよび調査によって明ら
かにし，そのプログラムの形態（たとえばアプリケーションやゲーミフィケーションなど）に介
入プログラムを適合させて開発し，臨床試験を行うものである。 
 
３．研究の方法 
①．精神的健康に問題を抱える大学生が利用しやすいメンタルヘルスプログラム形態の検証 
 国内外のデータベース検索を行い，非対面式のプログラム形態（e.g., chat bot, application, 
gamification）の種類と介入の中途脱落率のレビューを行うとともに，大学生 208 名を対象に，
精神的健康度を測定と併せて，レビューで抽出したプログラム形態について，利用したいと思う
か等の調査を行った。 
②．メンタルヘルスプログラムの開発 
申請者が作成した６セッションの精神的健康促進プログラムを，①．において明らかになった，
利用を促進し得るプログラム形態に適合させる開発を行った。コンテンツについては，臨床心理
学を専門とする博士号を有する教員３名でプログラム内容の精査を行った。なお，アプリケーシ
ョンの設計にはアプリケーションの開発を専門に行っている業者に外部委託した。 
③．プログラムの効果検証 
 シングルアームデザインを用いたアプリケーションの効果検証を行った。大学生 16 名を対象
として，アプリを２週間継続して使用し，アプリ使用前，使用１週間後，２週間後，４週間後の
４時点の比較を行った。さらに，大学生 126 を対象として，統制群および他のアプリケーション
を用いた３群を設定した無作為化比較試験を実施した。 
 



４．研究成果 
 大学生が最も好むメンタルヘルスプログラムの形態は，スマートフォンを用いたアプリケー
ションを用いたものであることが明らかにされた。それに基づき，web アプリケーションの形態
を有するメンタルヘルスプログラムを開発するために，有識者で検討した結果，行動活性化療法
に基づくプログラムが選択された。 
 開発されたアプリケーションについて，シングルアームデザインに基づく効果検証を行った
ところ，プログラム実施前と実施４週間後の間で，抑うつ症状の改善効果について大きな効果量
が得られた（d = 1.70）。さらに，無作為化比較試験を実施したところ，同様に改善効果が得ら
れることが明らかにされた。 
 以上のことから，本研究において開発された大学生の精神的健康促進のための web アプリケ
ーションは有用であることが示された。一方，本研究ではあくまで研究参加を希望した大学生を
対象とした結果に留まっており，本来アプリケーションの使用場面として期待される日常生活
環境における結果を示したものではないことに留意する必要がある。今後は大学のメンタルへ
ルスサービスの一環として本アプリを組み入れて社会実装したうえで，リアルワールドデータ
に基づく評価を行うことで，本アプリが社会的課題を解決し得るものなのか，検証することがで
きるであろう。 
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